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・平成 30年度　事業報告・決算
・各地区社会福祉協議会の紹介
・【特集】防災・減災 ～自助・共助の大切さ～
・生活支援コーディネーターによる
　「地域の宝物」の紹介
・倉敷市社協役員の紹介
・赤い羽根共同募金のお願い
・「まちづくりゴルフ大会」参加者募集！

編集・発行　　　　社会福祉法人 倉敷市社会福祉協議会　 倉敷市笹沖１８０番地　TEL：086-434-3301　ホームページ：http://kurashikisyakyo.or.jp

赤い羽根共同募金にご協力をよろしくお願いします

　岡山県では2016年から“ももたろうシリーズ”として、募金バッジを製作して
います。2019年は最終の 「モモタロウ」 です。
　募金バッジは、倉敷市共同募金委員会（倉敷市社協各事務所）にあります。
数に限りがありますのでお早めに！
　「サル」「キジ」「イヌ」のバッジの在庫もあります。

　今年も10月１日から、赤い羽根共同募金運動が始まります。
赤い羽根共同募金は 「じぶんの町を良くするしくみ」です。
災害による被災地支援にも役立てられます。
皆様のやさしい気持ちを、どうぞよろしくお願いいたします。

“ももたろうシリーズ”の募金バッジを集めませんか…？

▲市内各地で、防災・減災への意識が高まり、「共助（みんなで助け合う）」の取り組みがひろがっています。（Ｐ4・5へ）

特集特集 防災・減災 ～自助・共助の大切さ～
災害への備えは、自分の命を守ることです

募金バッジ
各４００円



2

平成30年度　倉敷市社会福祉協議会事業報告・決算

事業内容 決算報告（抜粋）

1 公私協働事業　　　223,176,500円
　 （社協会費、寄附金、共同募金配分金、市補助金等により実施する事業）

◆広報活動事業
◆地区社協活動事業
◆地域福祉推進事業
◆福祉協力委員事業
◆フェスティバル事業
◆福祉講座事業
◆福祉機器貸出事業
◆福祉の店事業
◆在宅支援サービス事業
◆法人後見事業
◆歳末たすけあい配分事業
◆ボランティア推進、福祉ボランティア育成事業　等

2 受託事業　　　　　500,654,376円
　 （県社協及び市受託事業）

◆生活福祉資金貸付事業
◆給食サービス事業
◆結婚相談所事業
◆介護者リフレッシュ事業
◆友愛訪問事業
◆生活支援コーディネーター事業
◆介護支援サポーター養成事業
◆地域支え合い活動事業
◆日常生活自立支援事業
◆福祉車両貸出事業
◆地域包括支援センター
◆真備支え合いセンター
◆災害ボランティアセンター　　等

《災害ボランティアセンター実施状況》
・ボランティア受入数　　　 73,065 人
・対応ニーズ数　　　　　　　6,025 件
・支援の申し出等対応件数　　　356 件
　　　　　　　　　　　※H31.3 月末時点

3 自主事業　　　　　  90,419,229円
　 （介護保険関連事業）

◆居宅介護支援事業
◆デイサービスセンター事業
◆訪問介護事業

4 市指定管理事業　　  18,200,012円
　 （市から指定管理者として指定を受けて実施している事業）

◆老人福祉センター事業

5 収益事業　　　　　  22,873,540円
　 （福祉事業に使うことを目的に実施している事業）

◆児島競艇場売店事業

平成30年度計算書類等の詳細
については、倉敷市社会福祉
協議会事務局及び各事務所・
ホームページで閲覧すること
ができます。

＊ 閲覧できます ＊

※単位：円
※収入、支出の差異は、次年度繰越金

収入の部
893,431,304

支出の部
855,323,657

県・市受託金収入
449,324,461
（50.3％）

１ 公私協働事業
　 223,176,500
　 （26.1％）

２ 受託事業
　 500,654,376（58.5％）

４ 市指定管理事業
　 18,200,012
　 （2.1％）

５ 収益事業
　 22,873,540
　 （2.7％）

３ 自主事業
　 90,419,229
　 （10.6％）

その他の収入
23,616,046
（2.7％）

事業収入
7,633,317（0.9％）

補助金収入
118,691,273
（13.3％）

介護保険関連事業収入
96,873,140
（10.8％）

共同募金配分金収入
100,265,512
（11.2％）

会費収入　
36,071,350
（4.0％）

寄附金収入
33,380,012
（3.7％）

児島競艇場売店
27,576,193
（3.1％）

たくさん
の

温かいご
支援

ありがと
う

ございま
す！



　天城学区では、平成 30 年 7 月豪雨災害を教訓として、地域防

災力の強化に力を入れています。

　平成 30 年 12 月に実施した天城学区防災避難訓練では、普段

は行くことの少ない、指定避難所となっている天城高校（体育館）

に実際に足を運び、自分自身の目で現地を確認することを目的に

開催しました。参加者

数は約 150 人で、避難

所としての課題や問題

点を地域住民の視点で

話し合いました。

　天城学区社協の高橋会長は「初めての訓練でしたが、避難所へ

の案内表示や避難が難しい方への対応等、課題がたくさん出ま

した。この課題を一つずつ解決していきます。皆さんの熱い思

いが防災・減災につながることを切に願います。」と言われてい

ました。

　平成３０年 7 月豪雨災害では、小学校の体育館が避難所にな
りました。そのため、計画していた事業を避難所の運営に変更し、
地元を挙げて支援しました。この経験を通じて、防災に対する
意識が高まるとともに、住民同士の絆の必要性が再認識されて
きました。
　住民同士の絆を意識した行事の一つに、地区社協発足以来 19
年間続いているお花見会があります。今年は開会直前に雨が降り
出し、急遽小学校の体
育館へ移動することに
なりましたが、みんな

で協力してアッという間に会場づくりが完了しました。このお花
見会は、「野外で、みんな集まって合唱したら、住民同士の親睦、
絆が深まるだろうなあ。」という地域の大御所のつぶやきから始
まった行事だそうです。それ以来続く、地元の生バンド演奏によ
る大合唱も、地域住民の絆を深めています。
　今後は活動の継続だけではなく、災害時のことも意識して、
地域のつながりが深まるよう、日常生活の中での声掛けや助け
合いが広がる活動を進めていきます。

防災避難訓練後、気になったことを発表

地元有志のバンドによる生演奏

地区社協役員と小学生の交流

髙橋会長による避難誘導
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　現在、市内の６３小学校区のうち５４小学校区に地区社会福祉協議会（地区社協）が設立されています。
　倉敷市社協のホームページで、各地区社協の紹介をしています。各地区社協が発行している広報紙も掲載
していますので、ぜひ、ご覧ください。
　今回は、「天城学区社協」・「五福地区社協」を紹介します。

≪地区社会福祉協議会の紹介≫≪地区社会福祉協議会の紹介≫

天城学区社会福祉協議会（倉敷地区）

五福地区社会福祉協議会（水島地区）
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特に必要
であった

と話され
たのは

「お薬手
帳」

【特集】防災・減災 ～自助・共助の大切さ～
　９月１日は防災の日です。倉敷市は平成30年7月豪雨災害で甚大な被害を受け、改めて、自助・共助の重要性が浮
き彫りとなりました。日頃から備えておくことで、災害による被害を減らす「減災」はできます。一人ひとりができる
こと、隣近所と力を合わせてできること、地域で助け合うこと、災害への備えは自分の命を守ることです。今回の特
集では、自助・共助の取り組みについて紹介します。

被災された方から聞いた「自分でないと用意できないもの」・「特に必要となったもの」

高齢者…お薬手帳、常備薬（処方薬）、保険証の控え、老眼鏡、補聴器用電池
女　性…生理用品、下着、化粧品
乳幼児…乳児用液体ミルク、紙おむつ、おしりふき、衣類、抱っこひも
全　員…携帯電話（スマホ）充電器・予備バッテリー、手回し充電式などのラジオ

倉敷市災害ボランティアコーディネーター連絡会

　物品だけでなく、避難経路や避難場所の再確認、緊急時に居場所を伝えられる携帯アプリをダウンロードして
家族で共有するなど、日頃から備えておくと安心です。

　倉敷市には、災害支援を行うボランティア団体がいくつかあります。その中でも倉敷市災害ボラ
ンティアコーディネーター連絡会（以下：倉敷市災害ＶＣ）は、平常時から防災訓練や出前講座など
を行い、市民の皆さんに対して防災意識の啓発や取り組みを行っています。
　今回の豪雨災害時も倉敷市災害ボランティアセンターの運営側として、発災当初から継続的な
支援にご協力くださっています。
　倉敷市災害ＶＣは、平常時からみんなで助け合う「共助」を実践されており、災害時にはノウハウ
を活かして活動してくださる心強いグループです。

ご存じですか？ 市災害ボラセンでの活動

防災訓練での
簡易担架づくり

楽しみながら、防災を学ぶ「なまずの学校」
　『なまずの学校』とは、阪神・淡路大震災と東日本大震災を経験された
方々のヒアリングをもとに制作された、防災カードゲームのことです。地
震等の災害で発生する様々なトラブルを紙芝居形式で出題し、トラブルに
対して役に立つカードを選んで、得点を競うゲームです。
　このゲームは、過去の震災の教訓が反映されており、当時は自助・共助
が多くの人々の命を救いました。手に入れにくい、また特別な人しか使え
ないものを使うのではなく、「身近なものを工夫して生き延びること」を
このゲームでは重視しています。
　楽しみながら防災が学べる『なまずの学校』は、倉敷市災害ＶＣが指導
してくださいます。サロン活動や子ども会などで学んでみませんか？興味
のある方は、下記までご連絡ください。

倉敷市災害ＶＣが
出張します！！

「なまずの学校」を
使って学んでいる様子

防災カードゲーム
「なまずの学校」

倉敷市災害ボランティアコーディネーター連絡会  連絡窓口  倉敷ボランティアセンター　☎434-3350

共  助

まずは自分たちでできること 自 助

共 助みんなで助け合うこと
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生活支援コーディネーターによる「地域の宝物」の紹介
　生活支援コーディネーターは、 別名「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、「地域で暮らす人」 と 「支援する人や
サービス」 をつなぐ社会福祉協議会に設置された専門職です。

　災害に負けないために、 地域の中でも様々な取り組みがなされています。  今回は、「共助」 の取り組み
である自主防災組織の活動をご紹介します。  災害はいつどこで起こるか分かりません。  地域のつながり
を通じて、日頃から災害に負けない助け合う地域の力を醸成しましょう！

　唐琴自主防災会連合会は、平成 16 年に発生した台風第 16 号の高潮被害の反省をもとに設立さ
れ、現在では、災害発生時に地域の避難支援者が要支援者を支えるしくみづくりが整備されていま
す。 唐琴自主防災会連合会瀬野会長は 「しくみをつくっただけでは人は救えない。  避難支援者と
要支援者との日頃からの信頼関係の構築が一番重要であり、 いかに日頃から顔の見える関係づくり
ができているかがポイントである」 と、 熱い思いを語ってくださいました。

１ 唐琴自主防災会連合会　避難支援者・要支援者の支え合いのしくみ

【具体的な内容】
①本当に自主避難できない人の把握
②要支援者１人につき避難支援者を２人体制に
③要支援者と避難支援者の信頼関係の構築
④年１回の見直しの実施
※真備町服部の「見守り支え合い訪問」の
モデル地区でもあります。唐琴自主防災会連合会

瀬野 純一 会長

避難支援リーダー

避難支援者

要支援者

２ 「自主防災組織」×「ご近所同士のつながり」 ～真備町川辺地区糸田団地の場合～

発災前【自主防災組織で意識啓発】
①小学校区の避難訓練に町内会で参加。
　避難場所まで歩いて避難経路の確認。
②防災講座（市出前講座を利用）
　川の水量について（高さがどこまできたら
自分たちの住んでいる町内は危ないか）や
避難場所（町内会として、一時避難場所が
あるか）など、危機意識の啓発・共通認識
づくり

発災後【気軽に寄れて、見知った顔に会える場づくり】
団地内のお宅の駐車場で物資を配布する拠点と座れるスペース
を作ったことで、ちょっとした集いの場ができました。見知っ
た顔に会え、気軽に寄れる安心感と気安さ。その拠点は個人宅
の駐車場から町内の公園
へと移り、何もなかった
スペースにテントを立
て、町内の交流の場に
なっています。

情報不足を憂う声に、町内
の若い方が団地のLINEグ
ループを立ち上げました。
年齢に関係なく、70代の方
も脳トレ代わりに使われて
いるそう。町内のタイム
リーな情報のやりとりに重
宝しているそうです。

発災時【防災放送は全く聞こえなかった！でも…】
防災放送は全く聞こえなかったそ
うですが、「水量から判断して避
難するよう声かけを行い、近くの
高齢者施設に多くの住民と避難し
た。足の不自由な人は、町内の人
が背負って避難した。そこから次

の避難所へもまとまって移ったの
で心細くなかった」そうです。

【SNSで町内がさらにつながった！】

お話を伺った糸田団地防災担当の藤森さん
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（任期　令和元年 6月 26日から令和３年定時評議員会終結の時）
　令和元年 6月 26日の定時評議員会において選任された役員（理事・監事）をご紹介いたします。
どうぞ、皆様のより一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　　会　　長　　中桐　泰　　
　　副 会 長　　内田浩二、大野　治、浅野静子
　　常務理事　　安原恭子　　
　　理　　事　　荒谷眞由美、中濱　崇、難波朋裕、黒明六夫、能登原源次郎、田中孝一、井口　允、
　　　　　　　　小野　貢、中野宏子
　　監　　事　　井上計二、下浦政昭

　倉敷市共同募金委員会では今年も 10 月 1 日から、赤い羽根
共同募金運動を実施します。
　皆様から寄せられた共同募金は、平成 30 年７月豪雨災害に
よる倉敷市の災害支援活動にも配分され、復旧・復興への後押
しとなりました。
　本年も皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

倉敷市共同募金委員会
マスコット『うさピ―』

※募金は振り込みでもお受けしています。
領収書が必要な方は、倉敷市共同募金会（倉敷市
社協地域福祉課内）へご連絡ください。
【振込先】
　中国銀行 倉敷市役所出張所 普通1022138

　　岡山県共同募金会倉敷市共同募金委員会

　　　会長　中桐　泰

〈令和元年度共同募金の主な配分先〉
民間保育園【６園】
小谷かなりや第二保育園（園庭ゴムチップ
舗装）、真言保育園（備品整備）、琴浦中保
育園（遊具整備）、中山保育園（ログハウス・
遊具等改修）、よしうら保育園（子育て支援
センター用車両整備）、八幡保育園（音楽を
通して子どもの豊かな心を育む教育活動事
業）

おかやまけんきょうどう ぼ きんかいくらしき し きょうどう ぼ きん い いんかい

かいちょう　　なかぎり　  やすし

昨年の倉敷市災害ボランティアセンター活動の様子

平成 30年度介護技術講座の様子

日　　時：10月 28日（月）
会　　場：鷲羽ゴルフ倶楽部
対　　象：倉敷市在住・在勤者
参 加 費：３,０００円（チャリティー代込み）
プレー費：８,５００円程度（昼食費・パーティー代込み）
競技方法：Ｗぺリア方式
申込方法：所定の申込書で、倉敷市社協各事務所へ FAX、郵送

又は持参ください。
申込書は、ホームページ及び倉敷市社協各事務所にあります。
申込締切：９月 27日（金）必着　
　　　　　※当日キャディーは付きません。

平成 30年 7月豪雨災害への支援金、誠にありがとうございます。
（承諾をいただいた方のみ、敬称略・順不同にて掲載しております。掲載期間：平成 31年 3月16日～令和元年 6月1０日まで）
学校法人福山暁の星学院中学３年生、学校法人福山暁の星学院高校 1年生、地域支え合い推進員 青山茂右衛門、（農）
服部営農組合、県立天城高等学校昭和 37 年卒一同、“絆”プロジェクト 寺田まりコンサート事務局、（社福）瀬戸内
福祉事業会 瀬戸内学園、宝塚広域ボランティア連絡委員会、「豊島屋つるし雛飾り」展示応援者一同、西日本豪雨
災害チャリティーコンサート実行委員会、ＭＯＭＯ編集室・平和の樹・岡山ハーモニーライオンズクラブ岡山ＮＢＣアー
ティスト支部、ちょうちん料理 遊

「第６回 福祉のまちづくりゴルフ大会」参加者募集！
福祉のまちづくりを目的に「チャリティーゴルフ大会」を開催します。
収益金は、市民を対象とした「介護技術講座」の財源として活用させていただきます。

倉敷市社会福祉協議会  役員（理事・監事）の紹介

赤い羽根共同募金のお願い

※昨年の７月豪雨災害の災害支援として倉敷
市に配分されました。
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社会福祉協議会へ金一封のご寄附、誠にありがとうございました。

篤志寄附 香典返し寄附
（倉敷地区）
　木山　眞一
　久保　豊子
　須浪　　栄
　匿　　名
　中村　憲行
　槇原　弘已
（水島地区）
　三宅　宮子

（玉島地区）
　木科　　隆
　香西　明彦
　匿　　名
　若狭　堯弘
　渡辺　勝基
（船穂地区）
　小野　　勇
　小野　淳一
　小野　道久
　花田　　護

「誰もが住み慣れた地域で、安心して豊かに暮らせる」よう、地域福祉活動を推進するために活用させていただきます。
※倉敷市社協へのご寄附は、2,000 円以上の場合、税制上の優遇が受けられます。詳しくは受付時にお問い合わせください。
　５０音順に掲載しています。なお、敬称は省略させていただいております。（平成 31年 3月 16日～令和元年 6月 10日まで）

（倉敷地区）
　匿　　名
　水江五地区会
（水島地区）
　匿　　名
　南幸町支館
（児島地区）
　瀬戸鷲羽さつき会

（玉島地区）
　大相撲を楽しむ会
　匿　　名
（真備地区）
　匿　　名

賛助会員名簿
福祉のまちづくりを支える

※賛助会員の掲載につきましては、平成 31 年 4 月 1 日から令和元年 6 月 10 日までに会費を納入
いただいた賛助会員の皆様を掲載しています。なお、敬称は省略させていただいております。

【寄附の振込先】◇お振込みの前に倉敷市社協地域福祉課へご連絡ください。領収書を送付させていただきます。
（振込口座）中国銀行　倉敷市役所出張所　　（口座番号）普通　１１１７１９８

（名義）社会福祉法人　倉敷市社会福祉協議会　寄付金会計　会長　中桐　泰　　　　　  ※振込手数料はご負担ください。
かいちょう　 なかぎり　 やすしき  ふ きんかいけいくらしきし しゃかいふくしきょうぎかいしゃかいふくしほうじん

※お名前の掲載につきましては、寄附者のご了承をいただいております。
　なお、上記のほか７名の掲載希望なしの方からご寄附をいただいております。
　ご寄附は、倉敷市社協各事務所にご持参いただくか、下記の口座へお振り込みいただけます。

災害義援金の報告について
被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。（受付期間：平成31年3月16日～令和元年６月10日まで）
ご寄附くださった皆様に感謝申し上げ、ご報告をさせていただきます。
　・平成30年7月豪雨岡山県災害義援金　　　　２３,７５７  円
お預かりした義援金は、岡山県共同募金会に送金させていただきました。

　　　　アーバンロード開発工業㈲、㈱アイシ・フュージョン・アソシエイツ、㈲青木建築設計事務所、秋田（税）、あさひ園、旭電
気㈱、㈱アメニティコンサル阿知、（福）郁青会、㈲医療福祉研究所ヘイセイ、㈲ウエハラ事務機、うえむら歯科医院、浮洲園、㈱栄伸
海事工業、㈱江口電機、（公財）大原美術館、岡山学院大学・岡山短期大学、岡山県観光企業㈱岡山ゴルフ倶楽部、岡山トヨタ自動車
㈱倉敷店、岡山日野自動車㈱倉敷支店、㈲オージーテクノス、㈱小野幸建設、帯江保育園、開盛配管㈲、貝原 任、笠岡信用組合倉敷
支店、笠岡信用組合中庄支店、㈱梶谷一二商店、 （宗）駕龍寺、㈱カワイ、観龍寺、㈱橘香堂、共和運輸㈱、（医）くすの木、㈱クラカン、
㈱倉敷アイビースクエア、倉敷駅前法律事務所、（協組）倉敷貨物自動車運送事業、 （協組）倉敷市環境保全協会、倉敷市倉敷地区民
生委員児童委員協議会、倉敷市北部高齢者支援サブセンター、倉敷自動車学校、（一財）倉敷成人病センター、倉敷製帽㈱、倉敷タク
シー㈱、㈱倉敷通信サービス、（協組）倉敷模範店会、㈱倉敷夢工房、㈱倉敷ロイヤルアートホテル、グループホーム愛、グローバル
プランニング㈱、㈲ケイ・エム・オー、㈱建美、（特非）コウチ、琴浦電気㈱、サーンガス共和㈱、西明院、坂口損保㈱、酒津商事㈱、㈱
佐和測量コンサルタント、㈱サントップ、山陽美業㈱、㈱山陽フードサービス、㈱ジェイアール西日本リネン、（税）シナジー、庄の
里、庄の里「なごみの家」、庄の里「なごやか」、正友興業㈱、（医）昭和会倉敷北病院、新日本清掃㈲、㈱すみれ花店、（医）千先クリニッ
ク、（福）全仁会、㈱大幸商会、大印㈱倉敷大果、㈱第二開発技工、大丸通商㈱、㈱タカトリ、㈱髙原組、ダスキン倉敷、（医）多田皮膚科
医院、辰巳ビル㈲山本市枝、㈲立龍美掃、㈱田中商会、㈲田中善昭商店、玉島信用金庫鶴形支店、玉島信用金庫笹沖支店、㈱中水設
備、㈱電建工業、（医）天和会松田病院、東洋実業㈲、東陽電気㈱、中島保育園、㈱中祥建設、（司）永田事務所、㈲ナカムラ、㈱ＮＡＶＴ
ＥＣ、㈱西﨑本店、西日本三菱自動車販売㈱倉敷支店、日本医療研究㈱、野口住宅、㈱梅月、羽島保育園、濱田 弘、㈱ビナン、㈲ヒロ
セ、藤田工営㈱、㈱藤原車輌、ふなぐら荘、㈱プラウド、㈱ふるいち、遍照院、宝泉寺藤井秀範、ぽこ・あ・ぽこ、（資）星島社団、松尾 功、
丸倉青果物協同荷受組合、丸三化学工業㈱、㈱丸徳企業、光畑組㈱、みのる産業㈱倉敷工場、㈲三宅水道、室山運輸㈱、やきとん串の
とん太、㈲ヤマカ組、㈱山本住建、㈲ヨコヤマ防災、㈱吉井工業、㈱吉田庭石園、龍昌院、龍昌保育園、（医）わに診療所
　　　　石川産婦人科医院、石田工業㈱、以心会居宅介護支援事業所、（医）以心会難波医院、㈲ウエハラ事務機、片山倉庫㈲、共進
運輸倉庫㈱、倉敷エンジニアリング㈱、倉敷ボーリング機工㈱、㈱健康日本総合研究所、宏成綿業㈱、㈱髙菱、小松原米穀燃料㈲、サ
トウ機工㈱、三成興業㈱、三洋電業㈱、㈱シーゲートコーポレーション水島支店、㈲住元建築研究所、㈱正慶興業、白髪胃腸科内科
小児科、㈱シンノウ、水塗商事㈱、砂田船舶㈱、角田住宅㈱、ソーダ興業㈱、大平塗装㈱、玉島信用金庫水島支店、中国自動車興業㈱、
連島東保育園、中谷エネテック㈱、中村解体、難波事務所、㈱南備園芸、野村交通㈱、橋本防水工業㈲、冨士石油㈲、㈱双葉製作所水
島支社、堀之内産業㈲、眞神耳鼻咽喉科医院、㈱松浦モータース、丸十運輸倉庫㈱、水島運搬機㈱、水島協同病院、水島商運㈱、水島
信用金庫、水島スズキ販売㈱、㈱水島測量設計コンサルタント、水島中央病院、水島木材㈱、明和工業㈱、森田幸喜司法書士･土地家
屋調査士･社会福祉士事務所、山下食品㈱、㈲陸正開発、菱進運輸倉庫㈱、リョ－サン㈱
　　　　㈲興美
　　　　アカギテクノ㈱、浅野材木店㈱、㈱浅野鉄筋工業、㈱井上組、㈲栄善工業、㈲ウエハラ事務機、㈱マビ電業社、水川商店㈲、
㈲ミツワ

（真備地区）
　武本　　堅

倉　敷

水　島

船　穂
真　備

善意のご寄附、
ありがとう
ございました。



本広報紙の発行には共同募金の配分金の一部を使用させていただいております。

赤い羽根共同募金「寄付つき商品 地域支援プロジェクト」
協力していただける企業・お店を募集しています！

赤い羽根共同募金「寄付つき商品 地域支援プロジェクト」
協力していただける企業・お店を募集しています！

～“社会貢献”と“売り上げアップ”を両立させたビジネスモデル～
　このプロジェクトは、企業やお店が寄付つき商品を登録して、売り上げの一部
を赤い羽根共同募金へ寄付することで、地域社会に貢献（企業等が所在する地域
の福祉活動を支援）するプロジェクトです。
　「赤い羽根共同募金」とコラボして、地元を良くするための寄付つき商品を作る
ことで、売上アップにつなげることも可能となります。
　企業の寄付は無理のない金額で設定でき、寄付金の税制優遇(全額損金算入)
ができます。
　顧客の負担はなく倉敷市の福祉活動を支援でき、企業は「社会貢献」と「売り上
げアップ」につながり、それが地域福祉課題解決のための財源となるという、3者
のWIN＆WIN＆WINの関係の構築を目指します。

詳しくは、岡山県共同募金会または、倉敷市社協のホ－ムページをご覧ください。

〒710-0834  倉敷市笹沖180番地 TEL 434-3301  FAX 434-3357

〒710-0834  倉敷市笹沖180番地 TEL 434-3350  FAX 434-3357

〒710-0055  倉敷市阿知1-7-2-803 TEL 427-0667  FAX 427-0670

〒712-8062  倉敷市水島北幸町1-1 TEL 446-1900  FAX 440-0154

〒711-0912  倉敷市児島小川町3681-3 TEL 473-1128  FAX 470-0054

〒713-8121  倉敷市玉島阿賀崎1丁目1-1 TEL 522-8137  FAX 523-0054

〒710-1301  倉敷市真備町箭田1161-1 TEL 698-4883  FAX 698-9622

〒710-0261  倉敷市船穂町船穂1861-1 TEL 552-5200  FAX 552-9030

〒710-1301  倉敷市真備町箭田1161-1 TEL 698-5115  FAX 697-5160

事務所名 住 所 ・ 電 話 等 施 設 名 休 館 日

くらしき健康福祉
プラザ3階

毎週月曜日
祝日

年末年始

毎週土・日曜日
祝日

年末年始

毎週日曜日・祝日
年末年始

毎週土・日曜日・祝日
年末年始

倉敷駅西ビル8階

水島支所3階

児島支所4階

玉島支所2階

真備保健福祉会館１階

船穂町高齢者福祉センター

真備保健福祉会館1階

ホームページバナー広告募集！
【応募資格】 どなたでも応募可能ですが、倉敷市社協賛助会員の入
会をお願いしています。１年間：40,000円・６カ月間：25,000円

倉敷市社協の活動や地域の情報を写真付きで
配信中です。 社協の「いま」がわかります！

ご覧ください！

総　務　課
地域福祉課
倉敷ボランテ
ィアセンター
倉　　　敷
結婚相談所

水島事務所

児島事務所

玉島事務所

真備事務所

船 穂 福 祉
セ ン タ ー
真備支え合
いセンター

編集・発行　　  社会福祉法人 倉敷市社会福祉協議会

企業（店舗）
団体等

共同基金会
購入者

（地域住民）

地域へ助成

地域支援プロジェクトのしくみ

売上の
一部を
寄付

企画
サポート

購入や
利用

寄付つき
商品や
サービス

　「福祉まちづくり自動販売機」の売り上げの一部が寄附され、倉敷市
社協が実施する地域福祉活動に活かされます。
　主には「在宅介護者への支援事業」や「地域から孤立をなくすため
の見守り活動」、「ボランティア活動への支援事業」、「車イスや介護用
ベッド、福祉車両の貸出事業」など、さまざまな地域福祉活動を通じて
地域の皆様へ還元されます。
　自動販売機の新たな設置、又は入れ替えをお考えの個人・企業・団体
の皆様は、ぜひご検討ください。

㈱Ｊ－オイルミルズ
　　　　　　 さま

◇ 第33号機 ◇ ・ ◇ 第34号機 ◇「のど
」も「こ

ころ」も

「福祉
の財源

」も

うるお
う事業

です！

㈱J－オイルミルズ 
倉敷工場長 細田 修 様（左）
倉敷市社協 虫明 正雄 顧問（右）

介護付き有料老人
ホームあいわ さま
介護付き有料老人ホームあいわ 
施設長 端場 浩己 様（右）
小林 和代 様（右から2番目）
太田 京子 様（右から3番目）
倉敷市社協 中桐 泰 会長（左）

㈱Ｊーオイルミルズ さまが第33号機を、介護付き有料老人
ホームあいわ さまが第34号機を設置してくださいました。
ご協力ありがとうございました。

“福祉まちづくり自動販売機” 設置者募集中!

平成30年度自動販売機の寄附金
総額 298,880円

ご寄附ありがとうございました。


